
                                                                              資料１ 

群馬県におけるいじめの現状及び防止対策の取組について 
 
１ いじめの現状（文部科学省「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」結果から） 

(1) いじめを認知した学校及びいじめの認知件数等  別紙いじめ認知件数等推移 
  いじめの認知については、平成 29年の国の「いじめ防止等のための基本的な方針」の改定を 

受けた本県の方針の改定及び、平成 30 年の総務省の「いじめ防止対策の推進に関する調査結果 
に基づく勧告」を踏まえ、本県では、令和元年にリーフレット「いじめの対応は、正確な認知 
から」を作成し、法に基づく積極的な認知と組織的な支援を推進しており、積極的ないじめの 
認知や、安易にいじめを解消と判断せず慎重に対応することへの理解が進んできている。                                   

 学校数 認知学校数 認知件数 解消しているもの 

小学校 ３０３（３０５） ２８４（２８４） ２７１７（２３２６） ２０５６（１８６４） 

中学校 １６２（１６３） １４６（１５４） ７２２（ ５６７） ５４８（ ４２５） 

高等学校 ８２（ ８４） ７４（ ７６） ３８８（ ２６７） ２８９（ １７１） 

特別支援学校 ２６（ ２６） ２１（ ２１） ２３０（ １４１） １９０（ ９９） 

合計 ５７３（５７８） ５２５（５３５） ４０５７（３３０１） ３０８３（２５５９） 

※（ ）内は令和 2年度 

(2) いじめの主な態様 
小学校・中学校・高等学校では、「冷やかしからかい」、特別支援学校では、「軽い暴力」が最

も多かった。次いで、小学校・中学校では、「軽い暴力」、高等学校では、「パソコン等で誹謗・
中傷」、特別支援学校では、「冷やかしからかい」が多かった。 

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 
冷やかしからかい  ５７％ 冷やかしからかい   ６８％ 冷やかしからかい  ６１ ％ 軽い暴力    ４０％ 

軽い暴力   ２８％ 軽い暴力    １５％ パソコン等で誹謗・中傷 ２１％ 冷やかしからかい  ２９％ 

嫌なことをさせられる１５％ パソコン等で誹謗・中傷 １１％ 仲間はずれ   １３％ 強い暴力     ４％ 

※認知件数に対する割合 （複数回答） 

(3) いじめの日常的な実態把握のための学校の主な取組 
「アンケート調査の実施」は、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校においてほぼ全校

で行われており、いじめの発見のきっかけの約４割を占めている。 

区分 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

アンケート調査の実施 １００％ １００％ １００％ ９２％ 

個別面談の実施 ５０％ ８０％ １００％ ６２％ 

個人ノート等 ３１％ ９０％ １５％ ３１％ 

                                              ※調査対象校全体(休校を除く)に対する割合 （複数回答） 

＜課題＞ 
・ささいないじめが重大な事態へと発展しないように初期段階から積極的に認知する考え方が

浸透してきている。一方で、ささいなトラブルと思われたいじめが、その後、長期の欠席に

発展するなど、深刻化、長期化してしまうケースが散見される。 

・パソコンや携帯電話等を使ったいじめの認知件数が増加傾向にあり、ケースの低年齢化が心

配される。いじめの実態が把握しにくい状況が多く、周囲が気付かず認知が遅くなってしま

い、複雑化・深刻化してしまうケースがある。 

 

２ いじめ防止対策の取組 

○児童生徒がいじめ問題を自分のこととして考え、主体的にいじめ防止に取り組める集団をつ

くるため、日常の諸問題を子供たち自身が話し合って解決する風土を学級や学年単位でつく

り、学校全体でのいじめ防止活動につなげていくことを推進している。 

○県内１２地区で開催する「いじめ防止フォーラム」において、令和４年度は、「群馬県ネット

リテラシー向上体験型Ｗｅｂ教材」を活用し、インターネットの特性について学ぶとともに、

相手の気持ちを理解して自分の行動を考えられる望ましい人間関係づくりについての意見

交流を通して、いじめ防止への気運を高めてきた。 

  ○いじめ問題への対応における警察との連携や、医療、福祉等関係機関と連携した児童生徒に 

対する指導・支援の充実について、公立諸学校に対して周知徹底している。 

 


